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* 項項 1: 化化化化び会会会会

製製製製製

化化製の名名 Original ATE Brake Fluid SUPER DOT 5.1

製製コココ 03.9901-66xx.x/7066xx
該該該該該ままま混混該の関関関関関関関び使関使使関関追追追な関関関関は得ららららららら。

推推関関油油油

安安デコデデコデの供供供の詳詳詳詳
供供供の会会名名,住住関び電電電電
AUMOVIO Aftermarket GmbH
Guerickestr. 7
60488 Frankfurt a. M.
Germany
Tel: +49-69-76031
イバイペイペ
名名
住住

電電番番
電電メペメ

この他の詳詳情い混わわ先:
Hazardous Substances Management
sds.gsh@conti.de
緊緊関緊電電電電
INFOTRAC
+1-352-323-3500 (International)
+81 3-6388-0366 (National)

* 項項 2: 危危危危危の要要

化化製のGHS分分

生生生生　区区2 H361 生生生生は胎胎へへ悪悪悪へののらへ疑ら

GHSラララ要要（絵絵絵絵まデははラ,注注注注注,危危危危危詳詳関び注注注き）
GHS ラララ要要
本本本はGHS(化化本へ区分のおお表表に関すす世世世世シシシシ) におに区分分お表表さららららす。

絵絵絵

GHS08

注注注注注警警

危危と関めめめま成分をラララ絵絵:
トトシ[2- [2-（2-メトメシメトメシ）メトメシ]メエメ]オメオオオ酸酸
ペイオジジジジペメジジバ

危危危危危詳詳
H361 生生生生は胎胎へへ悪悪悪へののらへ疑ら

注注注き
P101 医化追な助助が必必なななには，本本製製やややメやややららややな。 
P102 電子へ手へ届かならなやかに置ややな。
P103 使使名にややメやおや読むやな。
P201 使使名に取取取取取や入手すすやな。
P202 全らへ安全安安や読み理理すすらす取に取わならやな。
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P280 保保手保/保保保/保保保保/保保保や着使すすやな。
P308+P313 ばや露生はばや露へ懸懸ががす場場：医医へ診診／手手らや受けすやな。 
P405 施施しら保保すすやな。
P501 現現/現地/国/国国国国に従ら内製内･製製へ露露
GHS分分に関関ししい絵まGHSで扱わめしい他の危危危危危
PBT（残残危、生該生生危、毒危該該）関びｖPvB（高残残危、高生該生生危該該）アアアアはデ
PBT （残残危、生該生生危、毒危該該）: 関関なし
vPvB （高残残危、高生該生生危該該）: 関関なし

* 項項 3: 組組化び組成会会

化化該該・混混該の区製: 混混該
説説: 危危へなら混ぜ場わらかわやしわ以以以区からなす混場内

危危し含危成分:

30989-05-0 トトシ[2- [2-（2-メトメシメトメシ）メトメシ]メエメ]オメオオオ酸酸

生生生生　区区2, H361

≥50-<70%

110-97-4 ペイオジジジジペメジジバ

皮皮皮皮生/刺刺生　区区1, H314; 重重な保へ損損生/保刺刺生　区区2A, H319

≥1-≤2.5%

143-22-6 トトメエトバトトトペメトジトエメメペシメ

重重な保へ損損生/保刺刺生　区区1, H318
特国特特特世: Eye Dam. 1; H318: C ≥ 30 %

Eye Irrit. 2; H319: 20 % ≤ C < 30 %

≥1-≤2.5%

Reaction mass of 2-(2-(2-butoxyethoxy)ethoxy)ethanol and 3,6,9,12-
tetraoxahexadecan-1-ol

重重な保へ損損生/保刺刺生　区区1, H318
特国特特特世: Eye Dam. 1; H318: C ≥ 30 %

Eye Irrit. 2; H319: 20 % ≤ C < 30 %

≥1-≤2.5%

補補注注補補:
CAS No.143-22-6は、2-(2-(2-トトメシメトメシ)メトメシ)メイジペメな3,6,9,12-シトやオメテテメテテテバ-1-
オペメなへ反反反反へ以区すがす。
危危に関すす安安注注へ文保は 1 6 章から引使しわやへすがす

* 項項 4: 応応応応

応緊応該応応に関すす説説
一一詳詳:
手注当や危危場住から関ら露し寝からす
手注当は一一にしらのかなら
汚汚さらわ保衣や靴、すすに削削しらす。

吸吸しま場混
吸入しわ場場:空空へ新新な場住に移し,呼吸しやすら姿姿す休休さらすやな。 
医医へ診診や受けす

皮皮に付付しま場混
皮皮刺刺が生じわ場場:医医へ診診／手手らや受けすやな。 
即即即即な水す洗ら、おやすすす
眼に吸っま場混
保に入やわ場場:水す数区数安安数や洗うやな。次にトバイにトトバにや着使しららら製容に外ら
す場場は外すやな。のへ後や洗洗や続けすやな。
保へ刺刺が続や場場:医医へ診診／手手らや受けすやな。 
損へのらららなら方へ保や保保すす
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飲み込んん場混
無理に吐からならやな。
水す口やおやすすらすやをさら。
即医当に診らやらう
緊危急急関び遅遅危急急の最も重要し微微急急追 追 追 な 関 関 関 関 は 得 ら ら ら ら ら ら ら 。
何めらの即即即即応応関び関製特即の必要危を絵す兆微追 追 追 な 関 関 関 関 は 得 ら ら ら ら ら ら ら 。

* 項項 5: 火火火の応応

消消消
適適し消消消
CO2, 消消消消消がすらは水水水。消が大なら場場には水水水やしやは耐ジメトペメ生性や使使
周周へ状状に場わらわ消消消置や取す

使っっましめしい消消消全全状全す水水
本化化該該ままま混混該らめ遅生すす関製し危危危
消火が発生しわ場場、次へやへが水露さらす可生生ががにらす。
一酸化一一 (ＣO)
窒一酸化内（NOx）
オオ一酸化内
追加やしやは消火へ国に有生ガシが発生すす

消消消消を行う供の関製し保保保関び予予予応
関製し保保保保:
爆発のおお消火ガシは吸ら込らなら
酸一ボバや付な呼吸保保呼呼や着使

その他の詳詳
汚汚さらわ消消水は区けら回回、以水下理場に送に込らすはならなら
消火火火内のおお汚汚さらわ消消水は関関手関へ国規に従やら下区すす

* 項項 6: 漏漏火の応応

人人に対すす注注補補,保保保関び緊緊即予応
防保衣や着使。防保衣や着使しららなら一は近づけなら
十区な換空や心がけす
発消発は遠ざけす
環環に対すす注注補補
本本が以水下理施下や河河に流ら込らならおうにすす
現以・土土に浸浸さらなら
封じ込め関び浄化の方方関び機機
液液吸回液 (砂、珪珪土、酸酸場消、ユユバペテメ酸場消) す吸回すす
取に削らわ内反は国規に従やら下区すす

他のアのデのはのの言関
安全な取に取ら方に関しらは 7 注や参参
一へ保保呼呼へ関関に関しらは 8 注や参参
廃廃下区に関しらは 1 3 注参参

* 項項 7: 取取い化び保保保の注注

取扱い作作場すは十区な換空、埃や吸ら取すおう心がけす
消火おおび爆遅予使に関すす注注補補:
加,高高へやへ,消火,裸消分お他へ着消発から遠ざけすやな。禁禁。 
高特にやシ: T3
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混混危危危を含めま安安安安安安
保保
保保アスコアおおび容容に関すす要要補補:室高すへ保保。
同じ場住に保保すす際の注注補補:
可可生以区な離しら保保すす
皮食な離しら保保すす

保保安安に関すすその他の注注補補:
ジジプにトは吸吸生すがす
乾乾しわ状全す保保
製製は密密しわ状全に保の
関関の最最関関追追追な関関関関は得ららららららら。

* 項項 8: ばば露露露化び保保応応

許容生許許
作作場においっ限限限の監監を要すす成分:
やへジジプにトは作作場にのらら監監すす必必へがす特世限や持の以区は含ららららなら

設保対設
技技設保の形人に関すす追追注注補補: のへ他へ申し立らなし、 7 注参参
保保保
一一予使予応おおび衛生予応:
化化本本や取に取う国へ一一追な安安注注や厳厳へやな
ガシ・蒸空・メジ・ペメは吸ら込らなら
保に入らならおう、らわ皮皮に接接しならおう安安すす
妊妊妊へ女生は決しら吸ら込らならおうにすす。らわ、皮皮接接は避けす
皮皮保保にトペシや塗やら皮皮や保保すす

呼吸保保容保:
職作職露特世や超えわ場場は、適適な呼吸保保呼や着使すす必必ががにらす。
適適な関住局空呼置が利使可生すがすか、らわは暴露ジアシメバトす暴露が関関ガイガやイバへ範範内すがすやなが表さ
らららなら特に、呼吸保保呼や使使すすやな。
機製は EN 14387 に準準すす必必ががにらす。
ABEK-Pフフメイペ
応の保保:
手保へ液反は内反/液食/世場消に対しら耐生すがに、以区や通すやなががやらはならなら
浸浸浸数、浸透生のおお劣化へ点や火安しながら手保へ液反や選選すす
応手機適手な手保は液反をけすはなや、のへ他へ本反におやらや変わに、各メペテペにおやら異なす
応手機の浸浸即浸
トエメ天天ゴシ（トエメゴシ）:最最最最追回 480 区;最最最へ厚さ:0.7ジトメペトメ
NBR（ユトトメゴシ）:最最最透浸数30区;最最へ最厚さ0.4ジトメペトメ
眼の保保: 保保めがめ
人の保保:作作保保衣

周周のの曝曝の制限と監監第6章のおお第7章や参参へやなやら以以へ特特な対対は必必がにららら

* 項項 9: 物物物化び化化物危化

基本基し該物関び化化関危に関すす詳詳
一一一絵補補
該物急物 液状
色 イメジペ

臭い 特特追

(5ペペペペ続く)
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嗅嗅嗅限 決らやららなら.
混融／凝凝融（混混該の場混ま,記記記記記） -68 °C (DIN51583)
沸融絵ま初残融関び沸融沸沸 270 °C (ASTM D 1120)
記可危 関関なし

爆遅爆限限関び爆遅爆限限／記可限限
爆限: 決らやららなら.
爆限: 決らやららなら.
引消融 130 °C (DIN EN22719/ISO2719)

(closed cup)
分分分許 >450 °C (DSC)
pH (50 g/l) 約 20 °C 9 (ASTM D 1287)
粘危:

消粘危動 約 20 °C 12.6 mm²/s (DIN 51562)
力化基: 決らやららなら.
水: 完全に混場すなす
n-

オのデオコラ／水分水関水（log限）（混混該の場混ま,

記記記記記） 決らやららなら.
蒸蒸蒸 約 20 °C 0.27 Pa
密許関び／絵ま相対密許
密許 約 20 °C: 1.06 g/cm³ (DIN 51757)
相対基密許 決らやららなら.
蒸蒸密許 決らやららなら.

その他のデコデ 追追追な関関関関は得ららららららら。

外外
形: 液状
健健おおび環環保保しめびに安安に関すす重要し一絵
補補
遅消分許: ジジプにトは自天発消しなら
爆遅の危危: ジジプにトは爆発すす危危はなら

急物の変化
蒸化気許 決らやららなら.

* 項項 10: 安安危化び反応危

反応危追追追な関関関関は得ららららららら。

化化基安関危
熱分分/回回すすき安安: 国国どのにへ使使すは区理しなら

危危危危反応記危危危危な反反は起なららなら
回けすすき安安加、消火、全らわ炎、のへ他へ点消発や避けらやをさら。
混混危危該該追追追な関関関関は得ららららららら。

危危危危し分分生成該
一酸化一一な二酸化一一
酸化窒一 (NOx)
オオ一酸化内
一化水一

 JP 
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* 項項 11: 危危危会会

毒危化基毒毒に関すす詳詳
緊危毒危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。

分分爆の LD/LC50 限:

30989-05-0 デトア[2- [2-（2-アデメデメデメデ）メデメデ]メエラ]オラオオオ酸酸

口 LD50 >2,000 mg/kg (やラト) (OECD 401)

皮皮 LD50 >2,000 mg/kg (やラト) (OECD 402)

110-97-4 ジジオジジジオコラアジは

口 LD50 >2,000 mg/kg (やラト) (OECD 401)

皮皮 LD50 >5,000 mg/kg (rabbit)

143-22-6 デトメエトはトトココラトオトエラメコトラ

口 LD50 >5,000 mg/kg (やラト)

皮皮 LD50 >2,000 mg/kg (rabbit)

Reaction mass of 2-(2-(2-butoxyethoxy)ethoxy)ethanol and 3,6,9,12-tetraoxahexadecan-1-ol

口 LD50 >5,000 mg/kg (やラト)

皮皮 LD50 >3,000 mg/kg (rabbit)

初初初初作関:

皮皮皮皮危／初初危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
眼に対すす重重し損損危／眼初初危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
呼吸容呼作危絵ま皮皮呼作危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
生生詳生変生生危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
遅がん危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
生生毒危生生生生は胎胎へへ悪悪悪へののらへ疑ら

関関特基特容毒危（単回ばば曝）利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
関関特基特容毒危（反反ばば曝）利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
呼吸容に危危利使可生なテペイに基づな、区分基準や満わしららららら。
誤えん危危危追追追な関関関関は得ららららららら。

* 項項 12: 環環環環会会

毒危

水生生該に対すす毒危:

EC50 >100 mg/l (bacteria) (OECD 209)

LC50 >100 mg/L (fish) (DIN 38412 96 h)

  
30989-05-0 デトア[2- [2-（2-アデメデメデメデ）メデメデ]メエラ]オラオオオ酸酸

EC50 >100 mg/l (Algae) (72 h)

>100 mg/l (daphnia) (48 h)

LC50 >100 mg/L (fish) (96 h)

110-97-4 ジジオジジジオコラアジは

EC50 (静静化追) >100 mg/l (Algae) (72 h)

>100 mg/l (daphnia) (92/69/EWG 48 h)

LC50 (静静化追) >100 mg/L (fish) (OECD 203 96 h)

143-22-6 デトメエトはトトココラトオトエラメコトラ

EC50 >100 mg/l (Algae)

(7ペペペペ続く)
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LC50 >100 mg/L (daphnia)

>100 mg/L (fish)

Reaction mass of 2-(2-(2-butoxyethoxy)ethoxy)ethanol and 3,6,9,12-tetraoxahexadecan-1-ol

EC50 >100 mg/l (Algae)

LC50 >100 mg/L (daphnia)

>100 mg/L (fish) (DIN 38412 96 h)

残残危・分分危追追追な関関関関は得ららららららら。

その他の注注補補: やへジジプにトは生内区理しやすら

生物生生危追追追な関関関関は得ららららららら。

土土土の移消危追追追な関関関関は得ららららららら。
PBT（残残危、生該生生危、毒危該該）関びｖPvB（高残残危、高生該生生危該該）アアアアはデ
PBT （残残危、生該生生危、毒危該該）: 関関なし
vPvB （高残残危、高生該生生危該該）: 関関なし

オオは層のの危危危追追追な関関関関は得ららららららら。

他の副作関
その他のメコジジコに関すす注注補補:

一一注注補補:
水へへ危危特区分 1 (ガイドへ国国) (自自自国): 水に対すす危危生はわはかにがす
現以水、河河がすらは以水下呼に流しらはならなら

項項 13: 廃廃保の注注

化化製（残残残残該）,該該化化製が付付しっいす汚汚容容関び包保の安安で,らか,環環爆環ま
しい残残,絵まトはジのラに関すす詳詳
下区は、関関すす州のおお現現へ法法のおお国規に基づややへすがに、下区ジジアシは汚汚や避けすけなすがす
勧勧: 特特廃廃内国国に安安しながら、注名下理や行やわ後に許可さらわ特特廃廃内特特下呼に送に込む

洗浄さめっいしいジささコジ:

勧勧:洗洗すなならジラでペペはジジプにトな同同へ方法す下区すす

項項 14: 輸輸保の注注

国関電電
ADR, IMDG, IATA 非非手

製名（国関国国名）
ADR, IMDG, IATA 非非手

国関分分（国国におけす危危危危危のラア）

ADR, ADN, IMDG, IATA

分分 非非手

容容許容
ADR, IMDG, IATA 非非手

環環危危: 関関なし

ユコユコ関関製予予予応 関関なし

MARPOL73/78附附注II関びIBCコココにおすばめ生み
国国さめす液人該該 関関なし
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UN "模沸模制: 非非手

* 項項 15: 適適適適

該該方該の名名関びその方該に基づば模制に関すす詳詳
化化方
既既化化該該 すけらへ以区がトシトさららららす。

関関化化該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

監監化化該該、旧旧旧旧監監化化該該、旧旧旧旧監監化化該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

優先優優化化該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

白該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

既既化化該該安安危融既既既（分分危・生生危）

110-97-4 ペイオジジジジペメジジバ

143-22-6 トトメエトバトトトペメトジトエメメペシメ

112-35-6 トトメエトバトトトペメトジメエメメペシメ

既既化化該該安安危融既既既（毒危）

内製以区はトシトジラジさらららなら

PRTR 制許 - 旧一旧一関化化該該 (該令５年許年年のSDS提供)

30989-05-0 トトシ[2- [2-（2-メトメシメトメシ）メトメシ]メエメ]オメオオオ酸酸 1-458
JPSN: 405

PRTR 制許 - 関関旧一旧一関化化該該 (該令５年許年年のSDS提供)

内製以区はトシトジラジさらららなら

PRTR 制許 - 旧旧旧一関化化該該 (該令５年許年年のSDS提供)

内製以区はトシトジラジさらららなら

毒該関び劇該取劇方:劇該

内製以区はトシトジラジさらららなら

毒該関び劇該取劇方:危機デアは化混該らめ除らめすもの

内製以区はトシトジラジさらららなら

毒該関び劇該取劇方:毒該

内製以区はトシトジラジさらららなら

毒該関び劇該取劇方:関関毒該

内製以区はトシトジラジさらららなら

労労安安衛生方
危危該

爆遅危の該（施行該製絵旧１旧１電）

内製以区はトシトジラジさらららなら

遅消危の該（施行該製絵旧１旧２電）

内製以区はトシトジラジさらららなら

(9ペペペペ続く)
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酸化危の該（施行該製絵旧１旧３電）

内製以区はトシトジラジさらららなら

引消危の該（施行該製絵旧１旧４電）

内製以区はトシトジラジさらららなら

記可危ののア（施行該製絵旧１旧５電）

内製以区はトシトジラジさらららなら

関関化化該該許

旧一分該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

旧旧分該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

旧旧分該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

名名許を通通すすき危危該

絵絵(絵ま通通)の対対としす沸沸 ≥ 1%

110-97-4 ペイオジジジジペメジジバ ≥ 2025.04.01: 2-687

143-22-6 トトメエトバトトトペメトジトエメメペシメ 01.04.26-: 2-1339

絵絵(絵ま通通)の対対としす沸沸 ≥ 0,1%

内製以区はトシトジラジさらららなら

絵絵(絵ま通通)の対対としす沸沸 > 0%, > 0,1%

内製以区はトシトジラジさらららなら

製製許記該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

がん生危該該（安衛安）（作作記作許の３３年保既対対該該）

内製以区はトシトジラジさらららなら

鉛土毒予予模安（施行該製絵旧４）

内製以区はトシトジラジさらららなら

四アラメラ鉛土毒予予模安（施行該製絵旧５）

内製以区はトシトジラジさらららなら

危機有消土毒予予模安旧（施行該製絵旧６の２）

旧一旧危機有消許

内製以区はトシトジラジさらららなら

旧旧旧危機有消許

内製以区はトシトジラジさらららなら

旧旧旧危機有消許

内製以区はトシトジラジさらららなら

強い変生生危が認めめめま化化該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

安衛方:皮皮許皮危化化該該許関び関製模安に基づば不浸浸危の保保保許の使関使使該該

皮皮初初危危危該該

110-97-4 ペイオジジジジペメジジバ

143-22-6 トトメエトバトトトペメトジトエメメペシメ
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皮皮吸皮危危危該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

関化安許

内製以区はトシトジラジさらららなら

消予方

危危該

143-22-6 トトメエトバトトトペメトジトエメメペシメ 第４分 引消生液液

一関記可該

内製以区はトシトジラジさらららなら

消予消消消危該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

海海汚汚予使方

110-97-4 ペイオジジジジペメジジバ

143-22-6 トトメエトバトトトペメトジトエメメペシメ

関関該該許の模制許におすオオは層の保保に関すす方法

関関該該特特該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

関関該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

大蒸汚汚予使方

30989-05-0 トトシ[2- [2-（2-メトメシメトメシ）メトメシ]メエメ]オメオオオ酸酸

水該汚水予使方

危危該該

30989-05-0 トトシ[2- [2-（2-メトメシメトメシ）メトメシ]メエメ]オメオオオ酸酸 2-24

一関該該

内製以区はトシトジラジさらららなら

国国模関:

使関爆の制約に関すす注注補補:妊妊のおお授授妊へ母母は雇使国国や遵厳すすやな
化化該該の安安危優優: 化化内反安全生化化が遂行さらららなら

* 項項 16: その他の会会

やへ関関は現現へ我我へ認認に基づらららす。わをし、ジジプにトへ特生や保保すす
やへすはなや、らわ契契にのらら法追法準にはならなら
のらそらへ対対国にのけ
す化化本本へ場法追な以上に必必なすけらへ法追必法や特国し、遵厳すすやなは、輸入作当らわは販販作当へ唯一へ
責責すす。

使関制限に関すす勧勧産作使へみや目追なしら。

デコデデコデ作成作作:
Hazardous Substances Management Aftermarket
ate.sicherheit@aumovio.com
生約と旧二二注:
ADR: Accord relatif au transport international des marchandises dangereuses par route (European Agreement Concerning the
International Carriage of Dangerous Goods by Road)
IMDG: International Maritime Code for Dangerous Goods
IATA: International Air Transport Association
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EINECS: European Inventory of Existing Commercial Chemical Substances
ELINCS: European List of Notified Chemical Substances
CAS: Chemical Abstracts Service (division of the American Chemical Society)
LC50: Lethal concentration, 50 percent
LD50: Lethal dose, 50 percent
PBT: Persistent, Bioaccumulative and Toxic
vPvB: very Persistent and very Bioaccumulative
皮皮皮皮皮/刺刺皮　区区1: Skin corrosion/irritation – Category 1
重重な眼ペ損損皮/眼刺刺皮　区区1: Serious eye damage/eye irritation – Category 1
重重な眼ペ損損皮/眼刺刺皮　区区2A: Serious eye damage/eye irritation – Category 2A
生生生皮　区区2: Reproductive toxicity – Category 2

* 前の版らめデコデを変変   
 JP 


